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例言

1本書は、株式会社ホンダカーズ長野中央が行う社屋建築に伴う枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡VIIIの

発掘調査報告書である。

2調査原因者

3調査主体者

4遺跡名および所在地

5調査期間及び面稜

株式会社ホンダカーズ長野中央代表取締役社長東澤勝俊

佐久市教育委員会

枇杷坂遺跡群上久保田向遺跡VIlI(K B B VIlI) 

佐久市岩村田北一丁目23-1 他

平成28年8月 31 日~g月 16日（現場発掘作業）
平成28年10月5日～平成29年3月（報告書作成作業）

148rrl 

6調査担当者 冨沢一明

7本書の編集・執筆は冨沢が行った。

8本書及び出土遺物は、佐久市教育委員会の責任下に保管されている。

凡例

1遺構の略記号は、住居址(H)・土坑(D)・溝(M)である。

2. 挿図の縮尺については、挿図中にスケールを示した。

3. 遺構の標高は遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」とした。

4土層の色調は、 1988年版『新版標準土色帖』に甚づいた。

5. 挿図中のスクリーントーンは以下のことを示す。

D地山［口］焼土D 掘方

D 黒色処理・磨り面・粘土
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第 I章発掘調査の経緯
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2調査体制

調査受託者 佐久市教育委員会教育長 糊澤晴樹

事務局 社会教育部長荻原幸一

文化振興課長三石建

企 画 幹小林登志郎

文化財調査係長大塚広樹

文化財調査係小林員 寿 冨 沢 一 明 上 原 学 神沖一明 生島修平

調査担当 冨沢一明

調査員 赤羽根篤 甘利隆雄 木内修一 堺益子 柳澤孝子 大矢志穂

中澤登 羽毛田利明 横尾敏雄 依田好行 赤羽根充江

岩崎菫子 加藤ひろ美 林まゆみ 堀籠保子 柳澤千賀子

3調査日誌

平成28年6月21日 株式会社ホンダカーズ長野中央より士木工事等のための埋蔵文化財発掘

の届出。

6月23日 長野県教育委員会へ市教育委員会より28佐教文振第1118-2号上木工事

等のための埋蔵文化財発掘の通知について（副申）

6月30日 長野県教育委員会より28教文第7-460号にて周知の埋蔵文化財包蔵地に

おける士木工事等について（通知）

8月25日 株式会社ホンダカーズ長野中央と市教育委員会により埋蔵文化財発掘調

査委託契約を締結。

8月31~9月 16 日

記録保存H的による開発対象地の発掘調査を行う。

9月16日 埋蔵文化財の発見届を佐久警察署に行う。

10月4日 長野県教育委員会より文化財認定がなされる。

4遺構・遺物の概要

遺構 竪穴住居址 1軒（平安） 土坑 1基 溝状遺構 1本

遺物 土師器・須恵器（坪・甕・壺） 石製品（磨り石） 鉄製品（紡錘車）

5標準土層

今回の調査地点は南西側に僅かに傾斜

する田切台地上で、基本層序は3層に分か

れ、 III層上面が遺構確認面である。確認面

深さは地表よりso~socmほどであった。

第 I層 10YR5/1褐灰色士

耕作土しまり弱い。

第II層 10YR2/1黒色士

軽石粒を多く含む。

第III層 10YR6/8明黄褐色土

Pl層で上部に漸移層あり。
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6調査の方法

叩髯調査
住居址は均等に4分割し、対面する2区画を掘り下げ土層の観察・ 記録を行った後完掘し、床面を精

査し、柱穴・炉・カマド等を適宜分割し、土層の観察・記録を行い、最終的に平面の記録を行った。

遺物は分割した各区毎に取り上げ、床面上の遺物に関しては連続する Noを付け3次元の記録を行い取

り上げた。 土坑は長軸方向に沿って2分割し、半裁により土層の観察・記録を行った後完掘した。遺物

は遺構 Noで一括した。溝址は短辺方向に任意の場所で区分し、士層を観察・記録した。遺物は区

毎に取り上げた。 遺構外の遺物はグリット毎に取り上げた。

遺構測量

平面図・断面図ともに調査区内に設定した基準杭を利用した遣り方測量により調査担当及び調査員が

実施し、縮尺は 1/20を基本とした。

遺構・遺物の整理等

遺物洗浄は竹ブラシを用い、手で行い、室内で自然乾燥させた。注記は白色のポスターカラーにより行

い、薄めたラッカーをその上から塗布した。遺物接合はセメダインCを使用し、遺物復元の際の充当

材はエポキシ系樹脂を用いた。遺物実測は手取りで行った。遺物の保管に際しては報告書を台帳とし

て、報告書掲載遺物と未掲載遺物に区分し、コンテナに分類ラベルを貼り収蔵庫に収納した。

図面は遺構を 1/40で修正、遺物を 1/1で実測し、それぞれ仮図版を作成した。

写真・報告書

現場での写真は、 デジタルー眼レフカメラによる RAW画質モードと、 35mm一眼レフカメラによるカラー

リバーサルで同ーカットを各々記録した。 遺物写真はデジタルー眼レフカメラで撮影し、 EPSデータ形式

で報告書に使用した。報告書文章と挿図はアドビ社製の「イラストレーター」で作成し、表については

マイクロソフト社の「エクセル」で作成した。 写真・拓本はアドビ社製「フォトショップ」により補正加工

を行った。 これらを最終的に「イラストレーター」により頁単位で編集し、 印刷原稿とした。

X=31700 

R 
X=31680 

X =31660 

X=31640 

X=31620 

X =31600 

第3図 調査区位置図

-3 -



第II章 遺構と遣物
1竪穴住居址

(1) Hl号住居址

本址は調査区中央で検出された。形態は方形と考えられる。南北のコーナーが調査区域外となる。規模

は、長軸4.04m・短軸3.24mを測る。床面積は検出部分で9.9面で、推定で12.06面を測る。壁深さは北壁の

カマド寄りで最大0.43mを測る。住居主軸方位はNを示す。床は全体に硬質で、全体に貼床が施されてい

た。検出された壁の東側部分には壁溝が巡っていた。ピットは掘方も含め8か所で検出された。各ピットの

規模はPlが径0.30m・深さ0.12m、P2が径0.68m・深さ0.32m、P3が径0.48m・深さ0.15m、P4が径0.32m・深

さ0.10m、P5が径0.34m・深さO.llm、P6が径0.40m・深さ0.12m、P7が径0.42m・深さ0.12m、P8が径0.36m・

深さ0.31mを測る。 P2はカマド脇にあり、磨りが観察できる台石状の礫（図示17)が出士した。

カマドは北壁中央部に構築されており、煙道部と支脚石が残存していた。袖部は礫と粘土により構築され

火床部はよく焼けていた。また、煙道部には士師器甕が煙出として据え付けてあった。住居掘方は住居中

央部が一段高く、壁周辺は一段深く掘り込まれていた。

R 

ホ
i

囃

―

禁

も

[

、`

念

、̀
‘ヽ、
ヽ̀ヽ

’ ．
． 
｀
 

,̀ 

9
9
9
,

｀
 

9
9
9
,
 

.
,
9
9
9
9
 

公― 8→ 

I 

A
＿
調
査
区
域
外

col 
13 14 A' 

C-

ml 

1. 黒褐色土(10YR3/l) しまり・粘性あり。が 2-3cmの軽石を多く含む。

2. にぶい黄橙色土(IOYR6/4)しまり・粘性あり。粘土の崩れ。

ふ褐色土(10YR4/4) しまり・粘性あり。

4. 明黄褐色土(IOYR6/6) しまり・粘性あり。粘土の崩れ。焼土を少駄含む。

5黄橙色土(IOYR7/8) しまり・粘性あり。焼土を多く含む。

6. 褐色土(IOYR4/6) しまり・粘性ややあり。軽石を多く含む。

7ぷぶい黄褐色土(IOYR5/4)しまり・粘性あり。

8. 明黄褐色土(10YR6/8) しまり・粘性あり。粘土と焼土の混合土。
天井の崩落士。

9赤色土(10YR5/8)

10. 黄褐色土(10YR5/6)

II. 黒褐色土(IOYR3/1)

しまり・粘性弱い。焼土層。

しまり弱い。粘性ややあり。黒色土と焼土を混入する。

しまり・粘性ややあり。粘士・焼土を少量含む。

~ 

12. にぶい黄橙色士(10YR7/2)しまり・粘性あり。粘土を多く含む。

13. 黒褐色士(10YR3/2) しまり・粘性あり。軽石を多く含み炭化物を含む。
上面硬く踏みしまる。

14. 明黄褐色土(10YR6/6)

~ 
しまり・粘性弱い。ローム土主体で黒色土ブロックを
多く含む。
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第4図 Hl号住居址実側図
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本址からの出土遺物はやや多く18点を図示した。 1'"'-'6は須恵器坪である。いずれも底部回転糸切離し

が行われている。 7は須恵器壺であり、肩部に自然釉が確認できる。 8は須恵器甕であり、住居址中央の覆

上よりまとまって出上した。外面は並行叩きが行われている。 9は上師器坪であり、内面にミガキが施されて

いる。底部は回転糸切離しである。 10は台付甕の胴部であり、脚と口縁部が欠損する。 11'"'-'16は土師器甕

で、いわゆる「武蔵甕」と呼ばれるタイプの甕である。いずれも胴部はヘラ削りが施されている。 17はカマド

脇のP2から出土した礫で、一面に磨りの痕跡が確認できる。形状から台石としての使用が考えられる。 18

は鉄製の紡錘車で床面から出土した。片側の軸を欠損する。

これらの出土遺物から、本址は平安時代前半(9世紀代）の所産と考えられる。

2土坑
(1) Dl号土坑

本址は調査区北側で検出された。形態は楕

円形で、長軸方位はN-42°-Wを示す。規

模は東西の長軸1.68m・短軸0.83mで、壁はな

だらかに立ち上がり、深さ0.27mを測る。覆上は

自然堆積であった。出土遺物は無かった。

ヽ
A□ ~-A' 

A戸三ぶ

L黒褐色土(10YR3/l)

しまり・粘性あり。 ~3-4cmの軽石を多く含む。

2. 黄褐色士(10YR5/6)

しまり・粘性あり。ロームの掘り崩れ。

゜
735.80m 
(l:_80) 2m 

第6図 D1号土坑実測医

3溝状遺構

(1) Ml号溝状遺構

本址は調査区西側で検出された。溝の延びる方向は南北方向と考えられ、規模は幅7.60m・深さ1.76m

を測る。覆士は上層の黒色士と、下層の砂が多く混入する層が中心で、溝底面は凹凸が激しかった。遺物

は上層の黒色士と4層から多く出士した。図示した遺物は3点で、 1と2が須恵器坪、 3が内面黒色処理した

土師器坪である。
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1. にぶい黄褐色土(10YR5/4)

しまり・粘性弱い。下層は砂層となる。

2. 黒褐色士(10YR3/l)
しまり・粘性ややあり砂を少

3黒色土(lOYRZ/1) 工•粘肩観°
4. 暗掲色土(10YR3/4)

しまり・粘性弱い。下層はがZ-3cmの小石層となる。

5. 明黄褐色土(10YR6/6)
しまり・粘性ややあり。部分的に砂層が混入。

6黄橙色土(lOYRB/6)
しまりあり。粘性弱い。ローム層の崩れ。

7. 明黄褐色土(10YR7/6)
しまり・粘性弱い。ローム掘り崩れ。

8. にぶい黄橙色±(10YR6/4)
しまり・粘性弱い。部分的に砂を多く含む。

9. 黒褐色土(10YR3/2)
しまり・粘性ややあり。ロームブロックを含む。

10. 灰白色土(lOYR7/l)
しまり・粘性弱い。が5-lcmの小石を多く含む。

石の角はとれている。砂がつまる。

調査

A-

゜
734.70m 
(UOO) 2.5m 

第7図 Ml号溝状遺構及び出士遺物実測図
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第1表遺物観察表

種別 器種
法 量 成形・調整・文様 推定値（）残存値＜＞丸底●

Hl 
口径（長） 底径（幅） 器高（厚） 内 面 外 面 備 考 出土位置

I 須恵器 坪 13.0 7.0 4.4 ロクロナデ ロクロナデ→底部右回転糸切り 完全実測 IlillN区

2 須恵器 坪 (15 5) 7.2 4.4 ロクロナデ ロクロナデ→底部右回転糸切り 回転実測 IN区・カマド

3 須恵器 坪 (13.5) 6.1 4.1 ロクロナデ ロクロナデ→底部右回転糸切り 完全実測 I区

4 須恵器 坪 14 0 6.5 33 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 回転実測 IIN区

5 須恵器 坪 (13.7) 63 4.1 ロクロナデ ロクロナデ→底部回転糸切り 完全実測

6 須恵器 坪 13 9 5.7 3.6 ロクロナデ見込み部摩耗 ロクロナデ→底部右回転糸切り 完全実測 w区

7 須恵器 壺 (13.4) (21 7) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測 カマド・IIIN区

8 須恵器 甕 く279) 当て具痕→ヨコナデ タタキメ 回転実測 1-N組

， 土師器 坪 (14.7) 73 く4.6> ロクロナブ→ヘフミガキ ロクロナブ→底部周辺ヘフケズリ 完全実測 1区

10 土師器 台付甕 (9.3> 体部ヘラナデ・ナデ ヘラケズリ 完全実測

11 土師器 甕 (19 3) く7.8> ヘラナデロ縁ヨコナデ ロ縁ヨコナデヘラケズリ 回転実測 IIIN区

12 土師器 甕 19 8 く222) ロ縁ヨコナデハケ目の残るナデ ロ縁ヨコナデヘラケズリ 完全実側 I区カマド

13 土師器 甕 (21 0) く174) ロ縁ヨコナデハケ目の残るナデ ロ縁ヨコナデヘラケズリ 回転実側 I区カマド

14 土師器 甕 (4 4) く6.3> ヘラナデ 体部・底部ヘラケズリ 回転実測 II・ill区カマド

15 土師器 甕 (4 2) く5.1> ヘラナデ 体部～底部ヘラケズリ 回転実測 1区

16 土師器 甕 (5 0) く4.5> ヘラナデ 体部～底部ヘラケズリ 回転実測 11区

No. 器 種 素 材 最大長 最大幅 最大厚 重三 内面 外面 備考 出土位置

17 石器 台石 28.5 24.9 15.0 I 右側にすり面と擦痕あり

18 鉄製品 紡錘車 く13.1> く05〉 く05〉 20 7g 

--------- I ---------

下部の軸欠損

種別 器種
法 量 成形・ 調 整・文様 推定値（）残存値＜＞丸底●

Ml 
口径（長） 底径（幅） 器高（厚） 内 面 外 面 備 考 出土位置

I 須恵器 坪 (13 4) 6.9 3.8 ロクロナデ ロクロナデ 回転実測

2 須恵器 坪 7.2 く2.5) ロクロナデ ロクロナデ 回転実測

3 土師器 坪 く2.9> ミガキ→黒色処理 ナデ 回転実測

4調査の成果

今回の発掘調査は、建物により破壊される部分のみの調査であった為、竪穴住居址1軒、士坑1基、溝

状遺構1本の調査であった。しかし、試掘調査の結果でも今回の開発対象地には住居は広がっておらず

北西から広がる集落の南端に位置すると考えられる。これは、この場所から南西に向かって地形が落ち込

み、いわゆる「田切地形」の谷部につながる影響と考えられる。

また、集落の西端には今回調査したMl号溝状遺構が伸びることが確認できた。この溝は覆士の堆積状

態から流路的な性格が推測できるが、検出された場所から集落の区画、或いは営農目的の溝に使用され

とも考えられる。以上、雑駁であるがまとめとしたい
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